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青
森
県
議
会
第
三
百
二
十
六
回
定
例
会
会
議
録 

第
一
号 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
八
年
六
月
十
二
日
（
金
）
議
事
日
程 

第
一
日 

午
前
十
時
三
十
分
開
議 

 

第
一
、
議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更 

第
二
、
会
期
決
定 

第
三
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名 

 

第
四
、
議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
八
号
ま
で
及
び
報
告
第
一
号
か
ら
報
告
第
二

十
四
号
ま
で
に
つ
い
て
の
知
事
提
案
理
由
説
明 

 

第
五
、
議
長
休
会
提
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件 

 

第
一
、
議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更 

第
二
、
会
期
決
定 

第
三
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名 

 

第
四
、
議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
八
号
ま
で
及
び
報
告
第
一
号
か
ら
報
告
第
二

十
四
号
ま
で
に
つ
い
て
の
知
事
提
案
理
由
説
明 

 

第
五
、
議
長
休
会
提
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
十
時
二
十
九
分
開
会 

出 

席 

議 

員 

四
十
六
名 

議 
 

長 

工 

藤 

慎 

康 

一 
 

番 

工 

藤 

慎 

康 
 
 

二 
 

番 

阿 

部 

祐 

己 

三 
 

番 

井 

本 

貴 

之 
 
 

四 
 

番 

工 

藤 

悠 

平 

五 
 

番 

小
笠
原 

大 

佑 
 
 

六 
 

番 

夏 

堀 

嘉
一
郎 

七 
 

番 

大 

澤 

祥 

宏 
 
 

八 
 

番 

北 

向 

由 

樹 

九 
 

番 

大 

平 

陽 

子 
 
 

十  
 

番 

斉 

藤 

孝 

昭 

十 

一 

番 

夏 

坂 
 
 

修 
 
 

十 

二 

番 

後 

藤 

清 

安 

十 

三 

番 

吉 

田 

ゆ
か
り 

 
 

十 

四 

番 

大 

澤 

敏 

彦 

十 

五 

番 

成 

田 

陽 

光 
 
 

十 

六 

番 

福 

士 

直 

治 

十 

七 

番 

大 

崎 

光 

明 
 
 

十 

八 

番 

木 

明 

和 

人 

十 

九 

番 

和 

田 

寛 

司 
 
 

二 

十 

番 

小
比
類
巻 

正
規 

二
十
一
番 

菊 

池 
 
 

勲 
 
 

二
十
二
番 

高 

畑 

紀 

子 

二
十
三
番 

田 

端 

深 

雪 
 
 

二
十
四
番 

吉 

俣 
 
 

洋 

二
十
五
番 

鶴
賀
谷 

 
 

貴 
 
 

二
十
七
番 

花 

田 

栄 

介 

二
十
八
番 

齊 

藤 
 
 

爾 
 
 

二
十
九
番 

寺 

田 

達 

也 

三 

十 

番 

蛯 

沢 

正 

勝 
 
 

三
十
一
番 

高 

橋 

修 

一 

三
十
二
番 

夏 

堀 

浩 

一 
 
 

三
十
三
番 

櫛 

引 

ユ
キ
子 

三
十
四
番 

川 

村 
 
 

悟 
 
 

三
十
五
番 

安 

藤 

晴 

美 

三
十
六
番 

今 
 
 
 
 

博 
 
 

三
十
八
番 

山 

谷 

清 

文 

三
十
九
番 

丸 

井 
 
 

裕 
 
 

四 

十 

番 

山 

田 
 
 

知 

四
十
一
番 

三 

橋 

一 

三 
 
 

四
十
二
番 

工 

藤 

兼 

光 

四
十
三
番 

森 

内 

之
保
留 

 
 

四
十
四
番 

清 

水 

悦 

郎 

四
十
五
番 

田 

中 

順 

造 
 
 

四
十
六
番 

田
名
部 

定 

男 

四
十
七
番 

伊 

吹 

信 

一 
 
 

四
十
八
番 

鹿 

内 
 
 

博 

欠 
 
 
 
 

員 
 
 

二
名 

二
十
六
番 

 

三
十
七
番 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
事
務
局
職
員 

局 
 

長 

工 
藤 

正 

明 
 
 

次 
 

長 

角 

田 

真 

士 

令

和

八

年 

六 
 
 

月 
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議
事
課
長 

角 

田 

正 

人 
 
 

総
括
主
幹 

下 

村 

恭 

子 

総
括
主
幹 

山 

口 

友 

一 
 
 

総
括
主
幹
専
門
員 

中 

野 

弥
寿
喜 

主 
 

幹 

畠 

山 

裕 

太 
 
 

主 
 

事 

山 

口 

奈
津
紀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
に
よ
る
出
席
者 

知 
 
 
 

事 

宮 

下 

宗
一
郎 

 

副 
 

知 
 

事 
小 

谷 

知 

也 

 

副 
 

知 
 

事 
奥 
田 

忠 

雄 

 

総

務

部

長 

三 
浦 
猛 

史 

 

財

務

部

長 

千 

葉 
雄 
文 

 

総
合
政
策
部
長 

後 

村 

文 
子 

 

こ
ど
も
家
庭
部
長 

細 

谷 

健 

司 

 

交
通
・
地
域
社
会
部
長 

舩 

木 

久 

義 

 

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長 

豊 

島 

信 

幸 

 

健
康
医
療
福
祉
部
長 

秋 

野 
 
 

桂 

 

経
済
産
業
部
長 

上 

沢 

謙 

一 

 

観
光
交
流
推
進
部
長 

工 

藤 

泰 

正 

 

農
林
水
産
部
長 

栗 

林 
 
 

豊 

 

県
土
整
備
部
長 

新 

屋 

孝 

文 

 

危
機
管
理
局
長 

𥱋 

田 
 
 

潮 

 

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
局
長  

出 

﨑 

和 

夫 

 

会
計
管
理
者 

佐 

藤 
 
 

剛 

 

病
院
事
業
管
理
者 

大 

山 
 
 

力 
 

病

院

局

長 

泉 

谷 

和 

彦 

 

教 

育 

長 

風 

張 

知 

子 
 

理
事
（
教
育
次
長
） 

坂 

上 

佳 

苗 

 

公
安
委
員
長 

横 

町 

俊 

明 

 

警
察
本
部
長 

安 

田 

貴 

司 
 

警

務

部

長 

中 

村 
 
 

寛 

 

監

査

委

員 

佐
々
木 

知 

彦 
 

監
査
委
員
事
務
局
長 

佐 

藤 

広 

之 

 

人
事
委
員
長 

奥 

崎 

栄 

一 
 

人
事
委
員
会
事
務
局
長 

森 

田 
 
 

誠 

 

選
挙
管
理
委
員
長 

鶴 

岡 

真 

治 
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長 

平 

尾 

悠 

樹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◎ 

開

会

宣

告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
よ
り
第
三
百
二
十
六
回
定
例
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 

会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◎ 

補
欠
選
挙
当
選
議
員
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

日
程
に
先
立
ち
、
先
般
の
県
議
会
議
員
南
津
軽
郡
選
挙
区

補
欠
選
挙
に
お
い
て
当
選
い
た
し
ま
し
た
阿
部
祐
己
議
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

―

阿
部
祐
己
議
員
。 

○
二
番
（
阿
部
祐
己
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
緊
張
し
て
お
り
ま
す
が
、

御
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
の
青
森
県
議
会
議
員
南
津
軽
郡
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
に
て
当
選
い
た

し
ま
し
た
阿
部
祐
己
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
町
議
会
議
員
を
三
期
務
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
県
議
会
で
は
経
験
の
な
い
新
人
議
員
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
任
期
一
年
は
、

県
民
の
皆
様
か
ら
仮
免
許
を
頂
い
た
と
の
思
い
で
、
来
年
の
本
免
許
を
頂
け
る
よ

う
、
一
つ
一
つ
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
県
政
の
発
展
の
た
め
、
そ
し
て
、
県
民

福
祉
向
上
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

先
輩
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◎ 

議

長

報

告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

次
に
、
常
任
委
員
及
び
特
別
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
御
報
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告
い
た
し
ま
す
。 

 

委
員
会
条
例
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
四
月
二
十
一
日
付
を
も

っ
て
阿
部
祐
己
議
員
を
環
境
厚
生
委
員
及
び
新
幹
線
・
鉄
道
問
題
対
策
特
別
委
員
に

指
名
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

次
に
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

委
員
会
条
例
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
五
月
二
十
一
日
付
を
も

っ
て
菊
池
勲
議
員
を
議
会
運
営
委
員
に
指
名
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
御
報
告
い
た
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◎ 

新

任

者

紹

介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

次
に
、
新
任
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。―

大
坂
美
保
人

事
委
員
。 

○
人
事
委
員
（
大
坂
美
保
） 

た
だ
い
ま
御
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
大
坂
美
保
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
き
の
第
三
百
二
十
五
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議
員
の
皆
様
よ
り
御
同
意
を

い
た
だ
き
、
四
月
一
日
付
で
青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。適
正
、

か
つ
公
平
な
人
事
行
政
の
推
進
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
議
員
の
皆
様
に
は
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

三
浦
猛
史
総
務
部
長
。 

○
総
務
部
長
（
三
浦
猛
史
） 

総
務
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
三
浦
猛
史
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

県
政
の
運
営
を
し
っ
か
り
と
下
支
え
で
き
る
よ
う
全
力
で
職
務
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
議
員
の
皆
様
方
に
は
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

細
谷
健
司
こ
ど
も
家
庭
部
長
。 

○
こ
ど
も
家
庭
部
長
（
細
谷
健
司
） 

こ
ど
も
家
庭
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
細

谷
健
司
と
申
し
ま
す
。 

 

子
供
の
命
と
未
来
を
守
り
、
子
育
て
支
援
、
若
者
の
定
着
、
還
流
、
誰
も
が
活
躍

で
き
る
青
森
県
づ
く
り
に
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
議
員
の

皆
様
に
は
、
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

秋
野
桂
健
康
医
療
福
祉
部
長
。 

○
健
康
医
療
福
祉
部
長
（
秋
野 

桂
） 

こ
の
た
び
健
康
医
療
福
祉
部
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
秋
野
桂
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

県
民
の
皆
様
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
の
安
心
を
守
る
た
め
、
市
町
村
、
医
療
福
祉

関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
と
密
に
連
携
し
、
議
員
各
位
の
御
指
導
を
賜

り
な
が
ら
、
健
康
、
医
療
、
福
祉
行
政
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

工
藤
泰
正
観
光
交
流
推
進
部
長
。 

○
観
光
交
流
推
進
部
長
（
工
藤
泰
正
） 

観
光
交
流
推
進
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
工
藤
泰
正
で
す
。 

 

外
貨
獲
得
に
向
け
て
、
観
光
振
興
、
国
際
交
流
、
県
産
品
の
販
売
促
進
、
航
空
路

線
対
策
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
議
員
の
皆
様
の
御
指

導
、
御
鞭
撻
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

栗
林
豊
農
林
水
産
部
長
。 

○
農
林
水
産
部
長
（
栗
林 

豊
） 

農
林
水
産
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
栗
林
豊

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

青
森
新
時
代
「
農
林
水
産
力
」
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
基
本
と
し
、
生
産
者
の
所
得

向
上
と
産
業
と
し
て
の
農
林
水
産
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

佐
藤
剛
会
計
管
理
者
。 

○
会
計
管
理
者
（
佐
藤 

剛
） 

会
計
管
理
者
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
佐
藤
剛
と
申

し
ま
す
。 

 

公
金
の
適
切
な
管
理
、
そ
し
て
、
財
務
事
務
の
適
正
執
行
の
確
保
に
全
力
で
取
り
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組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

格
別
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

泉
谷
和
彦
病
院
局
長
。 

○
病
院
局
長
（
泉
谷
和
彦
） 

病
院
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
泉
谷
和
彦
で
す
。 

 

大
山
病
院
事
業
管
理
者
の
下
、
県
立
病
院
と
し
て
期
待
さ
れ
る
医
療
機
能
の
充
実

と
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
青
森
市
と
の
統
合
新
病
院
の
開
設
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
議
員
の
皆
様
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 
中
村
寛
警
務
部
長
。 

○
警
務
部
長
（
中
村 

寛
） 
三
月
二
十
七
日
付
で
県
警
察
本
部
警
務
部
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
中
村
寛
と
申
し
ま
す
。 

 

安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
青
森
県
の
実
現
の
た
め
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

御
指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

日
程
に
入
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◎ 

議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更
を
行
い
ま
す
。 

 

会
議
規
則
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
配
付
し
て
お
り
ま
す
議

席
図
の
と
お
り
議
席
の
指
定
及
び
変
更
を
い
た
し
ま
す
。 
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◎ 

会

期

決

定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
会
期
は
、
本
日
か
ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
十
八
日
間
と

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
、
本
日
か

ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
十
八
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◎ 

会
議
録
署
名
議
員
指
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。 

 

会
議
録
署
名
議
員
に
、
十
三
番
吉
田
ゆ
か
り
議
員
、
二
十
九
番
寺
田
達
也
議
員
、

四
十
五
番
田
中
順
造
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◎ 

議
案
上
程
及
び
提
案
理
由
説
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

知
事
よ
り
、
議
案
等
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
配
付
し

て
お
り
ま
す
。
《
登
載
省
略
》 

 

議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
八
号
ま
で
及
び
報
告
第
一
号
か
ら
報
告
第
二
十
四
号

ま
で
を
一
括
議
題
と
し
、
知
事
の
説
明
を
求
め
ま
す
。―

知
事
。 

○
知
事
（
宮
下
宗
一
郎
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
日
こ
こ
に
、
県
議
会
第
三
百
二
十
六
回
定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
上
程
さ
れ

ま
し
た
議
案
の
主
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
、
御
審
議

の
参
考
に
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
議
案
第
一
号
「
令
和
八
年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」
に
つ
い
て

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
補
正
予
算
は
、
中
東
情
勢
を
受
け
た
物
価
高
に
対
応
す
る
た
め
、
県
民
生

活
や
事
業
活
動
を
支
援
す
る
の
に
要
す
る
経
費
、
国
の
高
校
教
育
改
革
に
関
す
る
基

本
方
針
を
踏
ま
え
、
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
改
革
を
先
導
す
る
拠
点
を
創
出

す
る
の
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
要
の
予
算
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
今
回
の
補
正
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も
百
十
三
億
六
千
三
百
五
十

万
円
と
な
り
、
こ
れ
と
既
決
予
算
額
と
を
合
計
い
た
し
ま
す
と
、
令
和
八
年
度
青
森

県
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
七
千
六
百
二
十
七
億
六
千
三
百
五
十
万
円
と
な
り
ま

す
。 

 

以
下
、
歳
出
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

物
価
高
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
令
和
八
年
度
当
初
予
算
と
一
体
編
成
し
た
令

和
七
年
度
二
月
補
正
予
算
に
よ
る
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
中
東
情
勢
の

影
響
を
踏
ま
え
た
対
応
と
し
て
追
加
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
国
が
予
備
費
に
よ
り
実
施
す
る
電
気
・
ガ
ス
料
金
支
援
の
対
象
と
な
ら
な
い
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
や
特
別
高
圧
電
気
の
料
金
へ
の
支
援
を
行
い
、
家
庭
や
企
業
の
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
食
材
料
費
等
の
高
騰
に
よ
り
公
定
価
格
を
上
回
る
負
担
が
生
じ
て
い

る
福
祉
施
設
等
へ
の
支
援
金
の
拡
充
、
燃
料
費
等
の
価
格
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受

け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
や
漁
業
者
へ
の
支
援
、
持
続
可
能
で
生
産
性
の
高
い
農

業
、
漁
業
の
実
現
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
や
漁
業
設
備
等
の
導
入
支
援
の
増

額
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

国
の
高
校
教
育
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
く
取
組
に
つ
い
て
は
、
県
立
高

等
学
校
に
お
け
る
教
育
改
革
を
先
導
す
る
拠
点
を
創
出
す
る
た
め
、
国
庫
支
出
金
に

よ
り
高
等
学
校
等
教
育
改
革
促
進
基
金
の
追
加
造
成
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
基
金

を
活
用
し
、
拠
点
と
な
る
県
立
高
等
学
校
に
お
い
て
、
技
術
革
新
や
産
業
構
造
の
変

化
等
に
対
応
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
人
材
育
成
等
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

 

以
上
が
歳
出
予
算
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。 
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次
に
、
歳
入
予
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
る
財
源
と
し
て
は
、
歳
出
と
の
関
連
に
お
い
て
、
国
庫

支
出
金
及
び
繰
入
金
を
計
上
し
た
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
四
千
九
百

七
十
万
円
余
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

 

以
上
が
「
令
和
八
年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
上
程
さ
れ
ま
し
た
議
案
の
主
な
る
も
の
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

条
例
案
に
つ
い
て
は
、
議
案
第
二
号
か
ら
議
案
第
六
号
ま
で
の
五
件
で
あ
り
ま

す
。 

 

そ
の
主
な
る
も
の
と
し
て
、
議
案
第
二
号
「
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
は
、
危
険
鳥
獣
捕
獲
等
手
当
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
警
察
職
員
に
係
る
災
害
応
急
警
備
等
手
当
の
支
給
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

 

議
案
第
三
号
「
青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
は
、
地
方
税
法

の
改
正
に
伴
い
、
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用

期
限
を
延
長
す
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
案
第
六
号
「
青
森
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
は
、
青

森
県
立
青
森
西
ヶ
丘
高
等
学
校
及
び
青
森
県
立
む
つ
大
湊
高
等
学
校
を
設
置
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
議
案
は
、
議
案
第
七
号
及
び
議
案
第
八
号
の
二
件
、
報
告
案
件
は
二
十

四
件
で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
主
な
る
も
の
と
し
て
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
の

件
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

報
告
第
一
号
「
青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
に
公
布
さ
れ
、
そ
の
一
部
に

つ
い
て
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
青
森
県

県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

報
告
第
二
号
「
青
森
県
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
に
関
係
法
令
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
同
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
青
森
県
県
税
の
特
別
措
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
早
急
に
措
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
、
本
職
に
お
い
て
専
決
処
分

を
い
た
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
提
出
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

議
事
の
進
行
に
伴
い
、
御
質
問
に
応
じ
、
本
職
を
は
じ
め
関
係
者
か
ら
詳
細
に
御
説

明
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
原
案
の
と
お
り
御
議
決
並
び
に
御
承
認
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◎ 

議

会

報

告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

議
会
報
告
と
し
て
、
第
一
号
「
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
」
、

第
二
号
「
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
」
、
第
三
号
「
例
月
出
納
検
査
の
結
果

に
つ
い
て
」
、
第
四
号
「
請
願
・
陳
情
の
処
理
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
」
、
第

五
号
「
意
見
書
の
処
理
の
結
果
に
つ
い
て
」
、
第
六
号
「
議
員
派
遣
の
結
果
に
つ
い

て
」
を
配
付
し
て
お
り
ま
す
。
《
議
会
報
告
第
四
号
の
別
冊
は
登
載
省
略
》 
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◎ 

議

長

休

会

提

議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

本
職
よ
り
提
議
が
あ
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
議
案
熟
考
の
た
め
、
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三
日
間

休
会
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
工
藤
慎
康
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
さ
よ
う
決
定
い
た

し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
明
十
三
日
及
び
十
四
日
は
県
の
休
日
で
す
か
ら
休
会
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
を
も
っ
て
本
日
の
議
事
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

六
月
十
八
日
は
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
本
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

本
日
は
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。 

午
前
十
時
五
十
分
散
会 

         


